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1.現代化とは何か?

l. 1四つの現代化
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橋爪大三郎

周恩来総理は、四つの現代化を唱えた。科学技術の近代化、!iHJjの近代化、……。こ

れは、正しい政策である。ここでいう現代化とは、先進諸|主|の水準に迫いつくというぷl床

である。あくまでも、先進国が規準になっている。

けれどもこれを、社会科学の観点からみると、現代化の定義としては問題がある。な

ぜならば、先進国も日々に進歩・発展している(つまり、現代化しつつある)のだから、

70年代で言う現代化と、今の時点でいう現代化とでは、意味内容が呉なってくる。 10年後

には、また意味内容が今とは変わっていくだろう。こうした相対的なものではなく、志味

内容のはっきりした概念が、必要である。

1.2近代化と現代化

現代化とは、もともと英語のmodernizationの訳語である。

英語の一mod巴rnには、二つの意味がある。ひとつは、古代、中世、近世に続く歴史上

の一時代とじての、近代という意味。もうひとつは、現在の時代という意味。英語では、

この二つがひとつの言葉で表されている。

しかし、日本語は、この二つを区別して、歴史上の時代を近伐、現在のH寺代を現代と

よぶ。中国語の現代化にあたるのは、むしろ近代化という言張であ為。欧米の諸国が先に

近代をむかえ、他の諸国・第三世界がこれに続いている。中国の経済改革 ・開放も、この

一環である。

中国語の現代化には、 「急速な近代化が中国のいま現在の急務である」という意味も

こめられている。そこで、欧米や他の諸国に共通する、近代化の特徴が何かをまず埋解す

べきである。 、

1.3近代化とは?

それでは、近代化とは何か。

近代化を、経済の側面から、資本主義の誕生と発展とか、産業化とかと、とらえる見

方もある。また、政治制度・法制度の側面から、近代市民社会の発展ととらえる見方もあ

る。これらはどれも、間注いではない。けれども、近代化は、経済や政治といった枠に収

まらない、もっと全体的な社会変化である。

M. ウェーパーは、古代~中世~近代にわたる各国社会の比較を行ない、近代化を合

理化 (Rationalizierung)一一特に、形式的合理化ーーの過程ととらえた。彼によれば、

近代資本主義社会は、高度に形式的に合理化された社会である。それは、社会のさまざま

な部門の合理化によって支えられている。彼が特に重視したのは、(])自然科学、 (2)法律、

(3)会計制度(複式簿記)、 (4)銀行制度(割引手形)、の四つであった。 (1)の重要性は、言

うまでもない。 (2)は、行動の予測可能性を高めるために、 (3)は、企業の採算と利潤率を計

算するために、 (4)は、優良な企業に資金を融資するために、必要である。

こうじ光制度のほかに必要なのは、勤労のエートスである。彼がこれを、プロテスタ
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ンテイズムの倫理から生まれるとしたのは有名で、ある。

ウェーパーの議論も、完全でああとは言えない。しかし、近代化が、大びとの行!防総

式の合理化一社会の各部門の合理化一全体的な制度の合理化、がIII;~み合うことによって進

・行するのは、確かなことである。したがって近代化は、人びとの行肋椛式の合出化と社会

制度の合理化との、両方を実現しないと達成できない。

2. 日本の「戦後改革」

2. 1日本の近代化はなぜ成功したか

さて、ウェーパーの晩年、日本が資本主義国として頭角を現してきた。 彼は日本に~I!

昧を持ったが、詳しい分析はしなかったc

日本が近代化に成功した理由を、日本の歴史のなかに探るべきだろう。88年に苦いた

別の論文で、私はつぎの点を指摘した。

(1)日本は、海外から、その時代の最先端の文化・社会制度を輸入することに、昔から

慣れていた。(聖徳太子の中国化政策、漢字、律令制、仏教、儒教、・…・・)

(2)江戸時代(17世紀初め~19世紀半ば)は、鎖国政策をとっていたが、その聞に、囲

内の市場経済を発展させ、各誌(武士の行政機梢)を経営体として合国化した。

(3)伝統的な統治者である天皇を、日本近代化の象徴的なリー夕、、ーとして利用すること

ができた。(中央集権的な国家をいちはやく形成することに成功したの)

(心勤労を美徳とする禁欲的態度ゃ教育が、一般民衆のあいだに官i及していた。

2. 2日本の「戦後改革」

こういう条件にめぐまれて、日本は資本主義化・近代化に成功したが、同時に'f.fI国主

義をうみだした。それは、(訓のような非合理な要素に依存したための、日IJ作朋である。こ

うして日本は、自滅への道を進んだ。

アメリカを中心とする連合国は、 1945年から1952年までの問、日本を占領した。その

聞に、日本社会を改造するため、一連の戦後改革を行なった。具体的には、.農地改革、経

済改革、教育改革、民主改革、軍の解体と戦後処理、などがある。こうした改革が、日本

の戦後社会の骨格をかたちつ'くったと言える。

戦後改革は、古い制度の解体と新しい制度の創造であり、日本の近代化のやり直しで

あった。中国の経済改革と似ている点も多い。このふたつの改革を比較することは、大い

に有意義であろう。

2.2.1農地改革

日本の農地の半分は不在地主が所有しており、農民は小作人となって苦しい生活を送

っていた。占領軍司令部 (GHQ)は、これが軍国主義の温床になったと考え、地主の農

地をわずかな金額で強制的に買い取り、農民に均等に分配した。農地法は、農地の売買を

禁止し、それを監視する農地委員会もできた。戦後改革でもっとも成功したのは、農地改

革だ、と言ってもいい。

GHQの政策は、かなり「社会主義的Jであるが、これは、アメリカの民主党急進派

の影響が強しV 彼らは、ルーズ‘ベルト大統領のもとで力をつけ、ケインズ政策を信奉する

左派的な色彩の強い人びとであった。
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日本の農地改革は、ナポレオンの農地改革とよく似た効果をもたらした。農民の所得

が増え、生活も安定した代わりに、農民は保守的となり、自民党の長期政権を支えた。経

営の大規模化と合理化も立ち遅れている。

2. 2. 2経済改革

三井、三菱、住友、安田、富士、古河、ほかの財閥解体を、 GトlQは命じた。 J11ち株

会社の株券を没収し、大会社を分割した。労働組合など、労働者の椛利も認められた。こ

うした「経済民主化」政策の結果、日本資本主義の体質はそれ以前と変化した。

大変皮肉なことに、この改革は、 GHQと、その下の経済官僚(通産省、大蔵省)の

権限を強めたρ 主要な物資や資金、為替は厳重に管理され、統制された。統制をゆるめる

場合でも、官僚は、さまざまな許認可の権限を手離さなかった。こうして、.統制のもとで

の自由経済一一日本株式会社一ーが形成されていった。

日本の官僚は、産業政策全般に責任を持ち、業界団体を通じて個々の会社をコントロ

ールしている。この権限は、法律に恨拠を持たない「行政指導」による場合が多い。官僚

は、東大など一部の大学から上級公務員試験を受けて採用されるエリートで、人数は少な

いが優秀である。若いのに、権限も大きい。

ある学者の研究によると、こうした官僚の体質は、戦前の革新官僚(国家社会主義を

信奉する統制経済の推進者)の流れを波むものであるという。たしかに日本の官僚のなか

には、大企業を敵とみて、自分は人民の幸せのために頑張っている、と意識している者も

少なくない。

2. 2. 3教育改革

戦前の日本の教育制度はドイツを模したもので、 6・5・3・3年制だった。高等学

校以上がエリー卜で、東京大学、京都大学などの有名校があり、そのほかに、陸軍士官学

校、海軍兵学校などもあった。 0935年ごろまで、自然科学系で、ドイツのノーベル賞が

30あまりで最も多く、アメリカは10個足らずだった。) これをGHQは、アメリカと同じ

6・3・3・4制に改めた。教育委員会やPTAなど、教育民主化の制度を導入した。

教育改革は、期待したような効果を生まなかった。教育は大衆化したが、アメ リカと

違って、大変な受験地獄を生み出した。日本には、分配制度がないが、受験がその代わり

になっている。よい会社に入るには、よい大学、よい高校、よい中学、……に入らなけれ

ばならない。最近は、私立中学受験が過熱している。

1970年代に、偏差値が導入されてから、受験指導が正確になりすぎて、学生はますま

すやる気をなくしている。大学生が勉強せず、 「テーィズニーランド化Jしていると言われ

ている。

ある学者の分析に止ると、日本社会には、 「斜めの階層」があるという。中小の企業

より大企業がよく、大企業のなかにも順番がある。これが人びとの威信を決定する。日本

.人は、企業との一体感が強いので、それが人生を決定するかのようになる。

2.2.4政治改革

GHQは憲法を改正させ、政治制度を改めた(立憲君主制→議院内閣政)。貴族院は

廃止され、代わりに参議院が置かれた。女性も参政権をえた。天皇は政治と関係がなくな

って、 「国民統合の象徴」と定められた。
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この結果、日木は民主主義国となったはずだが、予想に反して、政策論争によって政

権交替が起こるという、民主主義の原則は一度も働いていない。

これには、理由がいくつかある。まずi以後、社会党、共産党などの左翼が強くならた

ので、保守党が自民党一本にまとまってこれに対抗し(戦前には保守政党は三つあった)、

財界、農民、中小商工業者の支持をえて、政権を維持したこと。第三に、日本が経済的な

成功を収めて、大部分の悶民が中流意識を持つようになり、急激な変化を不安に思ってい

ること。第三に、厳しい冷戦柿造のなかで、 γメリカが一民じく、1J4'の保守会争点(凶民

党)を支持しつづけてきたこと。第四に、中選挙区制をとっているため、政権交替が起こ

りにくし、こと。

こうした条件は、戦後半世紀を経て、ょうやく変化しつつある。ただ、自民党長Jgj政

権が、どの段階で変質ないし崩壊するか、いまはまだ予断を許さない。

2. 2. 5軍の解体と戦後処理

日本の無条件降伏によって、日本軍は解体し、大量の復員兵が生まれた。国際法に違

反した軍人は、戦犯として処罰された。戦犯は、公職追放になった。

連合国はそのほかに東京に法廷を聞き、戦争を指揮した最高指導部の責任を、 「人類

に対する罪」の名で裁いた。天皇の戦争責任が問題となったが、アメリカは高度の政治判

断から、責任を問わないことにした。ひとつには、憲法改Eをスムーズ‘に運ぶという思惑

もあったろう。だが最大の理由は、将来日本で、反米ナショナリズムが広がるのを、アメ

リカが本能的に恐れたためだと思う。

なぜ、天皇を処刑することはまずいのか。アメリカ人は日頃から、聖書に親しんでい

る。その観点から言えば、アメ リカの日本占領は、 ローマ帝国のユダヤ占領と似ているの

当時のユダヤ民族は、民族宗教で-あるユタeヤ教を固く信じて、ローマの正規軍を何度とな

く破った。そして紀元76年のエルサレム神殿解体後も、頑強な抵抗を続けた。その前に、

うっかりユダヤ教徒であるイエスを死刑にしたために、彼をキリストとおがめるキリスト

教がうまれて、あべこべにロ ーマ帝国を圧倒した。キリスト教はローマ帝国が崩壊したあ

とでも続いている。ロ ーマをアメ リカ、 ユダヤを日本、ユダヤ教を和11道、イエス・キリス

トを天皇と置き換えてみれば、アメリカが神経質になった理由がわかる。日本人は天皇を

「現人神J (人間であり、神でもある存在)と信じていたが、アメリカ人の感覚では、こ

れはキリストにほかならない。うっかり処刑できないと考え、天皇に人間宣言をさせるこ

とにした。(ちなみに、天皇のカリスマを、毛沢東のカリスマと比較することは、興味あ

る課題である。〉

軍隊を廃止させたアメリカは、憲法にも戦争放棄の一条を加えた。ところがそのあと

気が変わって入自衛隊を持つよう日本に命じた。この矛盾が、いまも尾をひいている。

2. 3その後の改革

戦後改革以後も、日本はいくつかの改革を重ねている。簡単に紹介しておし

まず、戦後を幾つかの段階に分けておく。

戦後の復興は、1950年の朝鮮戦争を機に軌道にのった。 60年代は、石炭.から石油への

エネルギ一転換が進んだ高度成長期。 70年代は、公害、ド・ル、ンョック、オイルショックへ

の対応に追われた安定成長期。 80年代は、ハイテクと貿易黒字に支えられた消貰・社会の到

I.j.. 



来。この各段階の切り換えは、官僚の巧みな政策誘導で比較的スムースに進んだ。特に、

産業構造を見直し、造船→鉄鋼→自動車→…・・・と戦略産業をシフトさせたのが、その典型

である。

80年代に、重要な改革がいくつか行なわれた。

行政改革……中曾根首相は、財政改革(赤字国債の解消)のため、行政改革を進めた。

そして、国鉄(→JR)、電々公社(→NTT)の分割・民営化に成功した。しかし、民

活(民間活力の活用)は行き過ぎ(リクルート事件)をまねき、中央官)]:の行革は官僚の

強い抵抗にあって、完全に失敗した。

税制改革……日本の税制は、間接税から始まり、戦後は次第に所得税が比重を増した。

強い累進制のため、捕捉率の高いサラリーマンに負担が大きく、 9・6・4(クロヨン)、

10・5・3(トーゴーサン)などと言われる。間接税導入の試みは、大平内閣の一般消費

税で失敗、竹下内閣は消費税導入に成功したが、その直後の参院選で大敗した。

政治改革……政治資金規制法は効果をあげていない。自民党竹下派の小沢元幹事長は、

小選挙区制導入に意欲をみせているが、実現するかどうかわからない。

日米構造協議……市場開放を求めるアメリカが、日本の閉鎖的な慣行や許認可行-政に

注文をつけて、一定の効果をあげている。

3.中国の改革開放政策

3. 1中日両国の改革の相違点

79年から始まった中国の経済改革は、社会主義と市場経済の結合という、かつて例を

みない大胆な試みである。

中国の改革について、ここで多くをのべることはできない。それは、日本の戦後改革

と共通点が多いが、異なる点も多い。以下、四つの相違点を確認しておく。

(1)失業問題……戦後日本の、復員兵を中心とする失業者は、都市で零細|な商工業に従

事するか、農村に戻つで潜在的な失業者となった。これらの人びとは、工場で労働した経

験をもっ、技術と知識と教育のある人び、とだ、った。そのため、戦後の復興と高度成長の時

期に、即戦力となることができた。

中国の場合、ある学者の推定によれば、 潜在失業者は一億人という。これらの人びと

は、大部分カ渚日市生活の経験のない農民であり、また日本の場合に較べて大量なため、そ

の職場を確保するのは容易でない。(また、単純労働者の賃金は、なかなか上昇しないだ

ろう。)

(2)農村人口……戦争直後、日本の農村人口は、 60%程度であった。これがつぎつぎ都

市に流入することで、労働力を安定して確保することができ、所得配分もうまく行った。

(自民党の政策では、米価を高く設定すること、所得税の面で優遇すること、地方交付税

を多く配分すること、などで農村の地位向上がはかられた。)わずか数十年のあいだに、

農村人口は急減し、農業人口は現在10%を切っている。

中国の場合、農村人口の比率は日本より高く、絶対数も多いため、都市に彼らを受け

入れるだけの余裕はない。そのため、相当長期にわたって、農村を農村のまま維持してお

く必要がある。所得(経済成長の成果)の再配分と、農業の近代化をどう進めるか、むず
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かしい舵取りを要求されるU

(3)海外の資源……日本は資源のない小匡|だが、それが幸いして、安1111iな石川!や出産物、

工業原料を海外から輸入することができた。不足する資本や技術は、全回的にアメリカが

提供した。(田中首相の発言によると、日米安保条約には付J;. .I~の協定があり、アメリカの

最新技術を日本に提供することになっていたという。)そのため日本は、傾斜生産方式-，

加工貿易→高度成長→技術革新→内信拡大(消民大国)という経済発出の段階を、スムー

スに進むことができた。

中国は、石炭などの資源、が豊富である。しかし人口が多いため、一人当たりに直すと

豊かとは言えない。中国は日本やNIESと違って、加工貿易による急成長ができない。

海外にそれだけの資源も、市場も求められないからである。そのため、成長のスピードを

落とすか、あるいは海外(日米など)が中国のために国際分業に応じて、大幅な市場1m放

に踏み切らないかぎり、うまくいかない。

(4)アメリカの援助……日本が驚異的な経済成長をとげたのは、冷戦構造iこ負うところ

が大きい。アメリカは日本を、東アジアの安定のため、自由主義陣営の一員として育てて

いく必要があった。日本は、いちおう民主主義国だから、必要な援助を与えるための国内

的な合意もえやすかった。

アメリカが中国との関係を改善したのは、対ソ連政策の要素が大きい。、ノ辿がiJ:月以し

たいま、その要素はなくなった。また、中国は社会主義国であり、アメリカと価値観が違

うので、アメリカの経済支援をとりつけるのに、限界がある。ロシアへの援助や、アメリ

カ国内の失業対策などに、アメリカ国民はより理解を示すだろう。

3.2改革開放政策の今後

以上を踏まえて、中国の改革をどのように進めればいいか。全面的にのべることはで

きないが、私が気がついた点をのべておく。

(1)経済合理性の追求……資源を無駄にしないため、生産財-のメインテナンスに注意し、

減価償却の考え方を徹底させる必要がある。そのためには、会計制度、税制(悶定資産税

と所得税)、保険・年金の制度(国家保障制度の見直し)、分配制の見直し、商業銀行の

設立、などを進めるべきだ。中国の制度が、海外と差がなくなればなくなるほど、資本や

技術の移転も容易になる。

(2)経済格差の是正…・・沿海地域の所得の伸びに追いつくように、内陸部、農村部に所

得移転をはかる必要がある。それには、長江流域の開発 (T字型)だけでは不十分である。

日本の食糧管理制度を参考にして、農産物価格をかなり高めに設定するべきだ。

(3)戦略産業の育成…・・・資本収支の赤字を補うため、経常収支を大11目黒字に保っておく

必要がある。それには、沿海部に加工貿易型の産業を多く立地し、付加価値(労賃など)

のみを圏内に残すようにすべき。また、上級消費財には大幅な物品税を課すべき。

6. 


